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Ⅰ．問題の所在と目的 
 従来、聴覚障害者の構音の研究は単音節レベルでなされて

きた。しかし、日常会話では単語以上の長さを持った音声の

連鎖でやり取りがなされる。また、音節レベルでは明瞭に発

音できていても、単語レベルになると明確に発音できなくな

る場合がある。単語レベルの構音は構音結合が生じるため、

単音節レベルの構音とは異なるからだと思われる。聴覚障害

者の単音節レベルの構音と単語レベルの構音では、各構音の

明瞭度は異なると考えられる。従って聴覚障害者の単語レベ

ルの構音の特徴を明らかにする必要がある。 
 そこで本研究では、聴覚障害大学生に単語検査を実施して、

誤聴音節を構音方法別に集計して単語レベルの構音の特徴の

一側面を明らかにするとともに、今後の発話やコミュニケー

ション指導にあたっての基礎的知見を得ることを目的とする。 
Ⅱ．方法 
（1）対象者：音声言語を主なコミュニケーション手段とする

聴覚障害大学生（感音性難聴、21 歳）1 名を対象とした。両

耳の平均聴力レベルは、100dB であった。 
（2）評価者：健聴大学院生(23 歳)1 名を対象とした。 
（3）音読材料：千葉テストセンター『新版構音検査』の 50
語からなる単語リストを 1 枚の紙にまとめたものを用いた。 
（4）録音方法：実験は防音室内で行われた。聴覚障害大学生

の音声は、口前 15 ㎝にセットしたマイクロホン（OLYMPUS 
ME34）を通して、IC レコーダ（ICD-UX565F）に録音した。

1 回音読させ、音声材料とした。 
（5）評価方法：検査語音はスピーカーを通して評価者に呈示

された。聴取検査は防音室内で行われ、評価者はスピーカー

から 1~2m の位置に着席して聞き取りを行った。スピーカー

から呈示された検査語音を至適レベルで可能な限り聞こえた

通りに仮名表記した。 
（6）分析方法：誤聴された 14 音節の中で母音を除いた 11
音節を分析対象とした。誤聴音節を構音方法別に集計した。

誤聴された 11 音節の構音方法別の音節数をリスト内の母音

を除いた音節の構音方法別の音節数で除した割合を算出した。 
（7）倫理的配慮：本人に書面にて、個人情報の保護、本研究

以外で使用しないこと、それにより不利益を被ることはない

ことを説明し同意を得た。 
Ⅲ．結果 
 本実験で分析対象としたのは誤聴された 14 音節の中で母

音を除いた 11 音節を分析対象とした。Fig1 にリスト内の音

節の構音方法別音節数の割合を示す。割合は均等ではない。 
Fig2 に、11 音節の子音の構音方法をリストの全ての子音

の構音方法で除した割合を示す。誤聴された音節の構音方法

別の割合が最も高かったのは無声破擦音であり、66%が誤聴

された。次に割合が高かったのは有声破擦音であり、33%で

あった。20%以上の割合で誤聴された子音の構音方法は有声

破擦音と無声破擦音のみであった。無声摩擦音が誤聴された

割合は 15%であった。弾音が誤聴された割合は 12%であった。

無声破裂音が誤聴された割合は 2%であった。誤聴された子

音の中で有声破裂音と鼻音はみられなかった。 
Ⅳ．考察 

 
Fig.1 リスト内の音節の構音方法別音節数の割合 

 
 Fig.2 誤聴音節の構音方法別音節数の割合 
本実験では構音方法別に誤聴音節を集計した。誤聴される

割合が最も高かった構音方法は無声破擦音であり、次いで高 
かった構音方法は有声破擦音であった。 

聴覚障害者の構音について、斎藤・星・志水・松木・小池

(1985)は聴覚障害児に明瞭度検査を実施して構音方法別に明

瞭度を算出した結果、最も明瞭度が低かった構音方法は破擦

音であると示している。また、難聴学級児童に構音検査を実

施した立本(1989)らは難聴学級在籍児童の典型的な構音障害

は無声摩擦音や無声破裂音であると報告している。これらの

研究は聴覚障害児の構音を単音節レベルで分析した研究であ

り、破擦音と摩擦音の明瞭度が低いことを示している。 
単語は構音結合が生じるため、単音節とは構音方法別の明

瞭度は異なると思われたが、本研究の結果と単音節レベルの

明瞭度を調べた斎藤・星・志水・松木・小池(1985)と立本(1989)
らの研究結果は同様の傾向を示している。聴覚障害者の単語

レベルの構音での苦手な構音方法も単音節と同様に破擦音と

摩擦音であることが示唆された。 
 今回は聴覚障害学生 1 名を対象に構音検査を実施したが、

対象人数が少なく、個人差が考えられるため、さらに検討を

重ねる必要がある。本研究では誤聴音節のみに着目して分析

を行ったが、単語レベルの構音は前後の音節の影響を受ける

ため、誤聴音節の音声環境を考慮した分析を行い、誤聴音節

と音声環境による影響について、考察を深めることが今後の

課題である。 
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